
令和６年度 第 7 回 西区自治協議会 会議録 

 

 
【開会】 

 

(地域課・土田補佐) 

・出席予定委員数31名、会議成立の報告 

・会議内容公表の報告  

・資料内容確認  

・報道の許可確認 

 
【議事】 

 

（大谷会長） 

それでは議事に入りたいと思います。 

 

次第の２ 議事（１）西区自治協議会の委員の公募に関する要領の改正についてであります。 

こちらは選定会議の岩沢座長から説明をしていただきます。 

 

また、進行を円滑にするため、 

次第の３ 報告（２）委員推薦会議の状況報告についても合わせて報告を行っていただきたいと思います。 

 

それでは岩沢座長よろしくお願いいたします。 

 

（岩沢座長） 

委員推薦会議の座長をやっています岩沢でございます。 

 

日 時 令和６年 12 月 25 日(水) 15：00～ 会 場 西区役所健康センター棟 1 階 大会議室 

出席者 委員 大谷会長、風間副会長、五十嵐副会長、久保田委員、伊藤(甲)委員、渡邊(恒)委

員、齋藤委員、丸山委員、岩沢委員、伊藤(健)委員、田中(米)委員、竹田委員、

伊藤(正)委員、藤橋委員、青木委員、澤邉委員、荻野委員、朝倉委員、相田委員、

山賀委員、古俣(和)委員、山岸委員、篠田委員、長澤委員、前田委員、原澤委員、

高橋委員、西山委員 計２８名 

事務局 水野区長、内藤副区長兼総務課長、兼島地域課長、治田区民生活課長、吉岡健康福祉

課長、浅間保護課長、石附農政商工課長、丸田建設課長、野崎西出張所長、大竹黒埼

出張所長、内藤教育支援センター所長、高島坂井輪地区公民館長、真柄坂井輪図書

館長 他 

傍聴人 県議・市議…2 人／報道…１人／一般…1 人 



今大谷会長からありましたように、資料 1、資料 3 があろうかと思いますけど 

資料３から説明をさせていただきます。資料 3 を見ていただけますでしょうか。 

 

推薦会議を開催しました。 

 

この 9 名メンバーということで、これはご覧の通り各部会から選抜された方で構成されております。 

従って 2 部会、3 部会も含めまして、代表でおいでいただいてるということであります。 

 

まず最初に、推薦会議の役割について、事務局から説明がありました。 

 

次に、次期委員改選に係る検討について、かいつまんでお話をしてみたいと思います。 

 

地域コミュニティ協議会におきましては、ご覧のとおり 15 あり、これは不動の枠であります。 

 

そして２号、３号委員につきましては、各々の団体から選出ということで、 

18 名の団体で構成されております。 

 

加えて、3 名が公募委員ということで、計 36 名であります。 

 

従って私どもはいつも 36 名で構成してきました。 

 

なお、他の区は全部減少されていまして、 

例えば中央区は 38 名に対して 32 名ということになっております。他の区も減っておりました。 

 

我々の方もその後意見を交わしながら会議を終えたということであります。 

 

従って 36 名でありますけれども、若干減る場合もありますねというのが私どもの大きな狙いです。 

 

加えて団体の方で、出席率がよくない選出団体につきましては来年度、改選がありますので、 

事務局から念のために確認してですね、場合によっては辞退という場合もあり得るだろうと思います。 

 

辞める団体があれば、委員候補の推薦を依頼する団体を付け加えることも 

考えなきゃいけないだろうという話でありました。 

 

次に資料 1 を見ていただきたいのですが、タイトルにありますように、 

西区自治協議会の委員の公募に関する要領の改正についてです。 

 

改正対象としましては、西区自治協議会の委員の公募が今現在 3 名とされているところです。 

 



改正の理由としまして、公募人員の見直しを望んだということで 

自治協議会条例施行規則の第 3 条 6 項につきまして、推薦会議の運営その他必要な事項については、 

区自治協議会が定めるということになっています。 

 

変更点について、今までは公募人数が 3 名でありましたけれども、3 名以内ということにしたいと。 

 

なぜならば、冒頭言いましたように、推薦委員が各部会から選出されておりますので、 

推薦委員会に裁量を持たせた方ががいいだろうと。 

 

3 名としていますと、改選のたびに毎回本会に提案し諮ってですね、 

許可してもらうということなんですけども、3 名以内になりますと、 

推薦委員会で公募人数を決められるというふうなことでありますので、 

本来の推薦委員会の役割ではないだろうかということで、私ども提案をさせていただきました。 

 

それから、先ほども言いましたように 2 号委員 3 号委員もやめられる方があればですね、 

当然、新規の団体っていうのはお願いしなきゃいけないので、２号委員、3 号委員の方が 

こういうところはいいよというふうなお話があればですね、事務局の方にご提案ください。 

 

そして、それに基づいて各団体へお願いするということになろうかと思うんですね。 

どうぞよろしくお願いしたいと思います。 

 

（大谷会長） 

はいありがとうございました。ただいまの説明について、 

ご意見ご質問がございましたらお願いしたいと思いますが、いかがでしょうか？ 

 

意見質問がないようですので、承認したいと思いますがいかがでございましょうか？よろしいですか。 

 

(異議なし) 

 

(大谷会長) 

はい、異議なしということですので原案どおり要領を改正することといたします。 

事務局は手続きをお願いさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

 

 
【自治協からの報告】 

 

(大谷会長) 

続きまして報告事項に入ります。まず自治協からの報告です。 

 



部会の状況報告を各部会長より簡潔にお願いいたします。 

それでは第 1 部会、岩沢会長お願いいたします。 

 

（岩沢部会長） 

資料の通り、10 月 9 日に会議を行いました。出欠つきましては、会議概要の通りであります。 

 

事業結果報告です。先月 16 日に防犯講演会を実施しました。 

 

前半の表彰式は、参加者が非常に少ないなという感じで心配したわけでありますけれども、 

防犯講演会につきましては、大勢の方がお集まりいただきまして、 

いかに関心があったかなというふうに感じて喜んでいるところであります。 

 

その結果、アンケート回答率も８２、３%ぐらいですね。 

 

良かったというふうなご意見ありまして、私も部会長として非常に喜んだところであります。 

これは今後も続けるかどうかっていうのは今後の問題だと思います。 

 

しかしですが、最近、1,650 万円が西区で盗られたということでありまして、 

非常に残念でしょうがありません。 

 

皆さん、機会がある毎に多くの方に一生懸命この講演の結果をですね、 

徹底して周知いただきたいと思っております。 

 

それから環境美化事業につきまして、サブ事業ということで看板配布をやってるんですけども、 

320 個の要望がコミ協を含めて話がありました。 

 

残念ながら予算がないために、220 個しか用意できず、100 個が足りなかったということであります。 

 

ただ、足りないというのではなく、皆様方に渡るように、各団体３枚ずつにしたということであります。 

 

これは、何と言っても西警察の名前が書いてあったのが良かった。 

これはもう継続して、看板はですね、作った方がいいだろうかなという感じはしています。 

 

そんなことで来年度以降も第１部会に関してはそういう申し送りをしたいなと思っています。 

 

次回部会は 1 月 8 日にする予定です。以上です。 

 

 

 



（大谷会長） 

はいありがとうございました。 

続きまして第 2 部会、今月は部会が休会となったということでありますが、 

伝達事項があるそうでございますので、山岸部会長よろしくお願いいたします。 

 

（山岸部会長） 

2 部会の山岸です。お願いします。 

部会は今、会長がおっしゃられた通り休会にしましたが、 

12 月 15 日土曜日、青山イオンにて挨拶運動を展開しました。 

 

入口 2 ヶ所を使わせていただいて、いつもの「5 のつく日はご挨拶ＤＡＹ」ののぼり旗と、 

あとチラシを配るということで、1 時間、10 時半から 11 時半まで行いました。 

 

岩沢さんとか高橋さんの援護射撃のもと、 

楽しく一時間、また広げるために頑張らせていただきました。 

 

なかなか雪の降った日だったんですけれども、皆さん元気にご挨拶、 

越後線でやったときとは違う人たちに向けて出来たのかなというところです。 

 

それから 1 月 25 日、来月ですが、日曜日またイオン今度は新潟西店、 

亀貝にある新潟西店で 10 時半から 11 時半まであいさつ運動を部会でやりますので、 

またぜひぜひ皆様ご協力いただければ援護射撃いただけるとありがたいなと思っています。以上です。 

 

（大谷会長） 

はいありがとうございました。 

続いて第 3 部会、山賀部会長お願いいたします。 

 

（山賀部会長） 

第 3 部会の報告をします。12 月 6 日に行いました。 

 

まずフォトコンテストについて、今月 31 日を締め切りとしていまして、 

現在の応募件数、この部会当日の状況について確認しまして、そのときは 59 件でした。 

 

今日現在、今朝の段階で 62 件ということでしたので、あと 1 週間を切ってますけれども、 

ぜひ委員の皆さんからも告知なりご協力いただきたいなと思いますし、 

もしお手持ちの中にいい写真がありましたら出していただければと思います。 

 

それから 11 月 17 日に行った大学生向けの西区八景バスツアーの振り返りを行いました。 

 



前回の本会の場でも速報的にお伝えしましたが、 

参加者 5 名ほどで天候もちょっと良くなかったんですけれども、 

参加者の大学生からは良かったという感想をいただいております。 

 

まずですね、「いっぺこーと」に行ったんですけれども、店長さんから直々にお話いただいて、 

西区 6 品の、西区で生産される農産物の 6 件っていうことで紹介いただいて、 

これは西区八景と連動できるんじゃないかというような話がありまして、今後の参考になりました。 

 

大学生も農産物を買ってた人もいたので、それもわかってよかったというところでした。 

 

それからちょっと天候が悪くてコースをちょっとショートカットしたりしたんですけれども、 

そういう時間の関係上ですね、佐潟から 402 号線に行くルートもあるので 

そのルートも使えるんじゃないかというようなこともありました。 

 

それからかなりバタバタと巡っていったので、 

なかなか 1 ヶ所にゆっくり滞在できる時間が取れなかったっていうところです。 

 

ただちょっと距離が離れてることもあって行程の組み立てが難しいんですけれども、 

ゆっくり体験したり買い物をする時間っていうのも 

設けられるような組み立てを考えた方がいいというお話もありました。 

 

もう少し応募期間を長く取った方がいいとか、中身をもう少し見せて、 

参加したくなるような内容のものを見せられるようにするといいという話がありました。 

 

また大学生対象ということで授業に組み込めたりとか、 

時期も夏休みの方がいいというようなご意見もありました。 

 

また場所、物を見るだけじゃなくて、 

そこの地域の人たちとの交流などの要素もあればいいというご意見がいただいたので、 

もし今後また行うということになれば、こういったことを参考にしていきたいというふうに考えてます。 

 

最後に交通に関する取り組みについてなんですが、 

今後の自治協議会のスケジュールと照らし合わせてみたときに 

ちょっと大きな勉強会は実施が難しいということがわかりまして、 

部会内で現在作成中の西区地域公共交通改善プランの内容ですとか、 

それから区バスや住民バスの利用実態や、キャンペーン事業の結果などについて 

部会内で勉強会を行うということになりました。 

 

これは 2 月に行うことにしています。以上が内容でした。 



次回は 1 月 10 日金曜日、内野まちづくりセンターで開催します。以上です。 

 

（大谷会長） 

はいありがとうございました。 

続きまして広報紙特別部会、長澤部会長お願いいたします。 

 

（長澤部会長） 

広報紙特別部会第 9 回会議の内容について、ご説明いたします。 

12 月 4 日、区役所 3 階 303 会議室にて行いました。出欠については、表記の通りです。 

 

主な議事について本日配布いたしました、「西区を豊かに」第 46 号、 

こちらの紙面は 12 月 15 日に発行されておりますが、 

こちらの紙面の最終打ち合わせを行いまして部会の校了といたしました。 

 

続きまして、3 月 16 日発行の第 47 号の企画について打ち合わせました。 

 

事務局より 47 号のスケジュール等の説明をしていただき、また各紙面について、 

おおよその掲載内容について打ち合わせをいたしました。 

 

潟沼探訪記、防災の基本、西区八景クイズはですね、3 回の紙面の 3 連続掲載ということで、 

47 号の掲載についても予定をしております。 

 

また 47 号だけになりますが、年度末最後のですね、クロスワードパズル等も例年通り掲載の予定です。 

 

次回の部会では、掲載する具体的な内容また紙面担当者等を決定する予定です。 

次回開催は 1 月 14 日区役所 4 階にて行う予定です。以上です。 

 

（大谷会長） 

はいありがとうございました。 

続いてアートフェスティバル特別部会、高橋部会長お願いいたします。 

 

（高橋部会長） 

アートフェスティバル高橋です。よろしくお願いいたします。 

 

令和 6 年度第 8 回の会議を 12 月 11 日に行いました。出席者においてはこの通りです。 

 

実は 11 月の頭にフェスティバルを開催いたしまして、その 11 月の部会が休会となりましたので、 

フェスティバルの開催の後、初めて委員が顔を合わせたという形になります。 

 



その中で、主な議事にも書いてありますが、気がついたことなど細かいこと、 

気がついたところを、あの意見を出し合っております。 

 

会議概要の 3 番、令和 7 年度の部会について少し話し合いましたが、 

来年度はこうでいこうというのではなく委員も変わりますので、 

完全にフリーな感じで意見を出し合ったのが、ここの記載の通りです。 

 

今年で第 12 回が終わりまして、来年度以降のアートフェスティバルのあり方について 

どうしていくのかというのは、少しずつそのときの委員の考や、 

形を変えていってもいいのではないかというのが声として出ています。 

 

ここの 1 ページ目の一番下、新大工学部さんの作品展示は、 

今回のアンケート結果からも好評でありましたし、その大学との繋がりというところは 

この西区の特徴でもありますので、大学との連携は何か形として続けていってほしいな 

というふうな意見も出ています。 

 

この 12 年の中で、コロナの時期もあり、いろんな状況の変化があり、 

また長年続けてきたイベントではありますが、少し事業目的から改めて考えていくのも 

一つかなというふうな意見が出ております。 

 

このアートフェスティバル、特別部会として活動しているんですが、 

そのやり方もどうなのかなということで見直しも必要かなというのもあります。 

 

今回の会議で今、今年度はこうしましょうっていう何を決めるものではありませんが、 

自由なご意見として出させていただきました。 

 

次回日程は令和 7 年の 1 月 16 日に行います。以上です。 

 

(大谷会長） 

はい、ありがとうございました。最後に部会の状況報告全体を通して 

何か質問がございましたらお願いしたいと思いますがいかがでしょうか？ 

 

(質問なし) 

 

 
【各所管課からの報告】 

 

(大谷会長) 

質問はないようです。 



続いて各課からの報告事項（２）令和 7 年度特色ある区づくり予算事業について、 

自治協議会からの意見に対する担当課の対応についてであります。 

事務局より報告をお願いいたします。 

 

（内藤副区長） 

それでは当日配布資料 1 に基づき、順に回答させていただきたいと思います。 

 

まず私総務課の方からですね整理番号１番についてでございます。 

 

事業の内容については、こちらの健康センター棟、 

特に 2 階の部分のレイアウト改善でございますけれども各部会からですね、 

様々なご提案をいただきまして本当にありがとうございます。 

 

明るい雰囲気にしてもらいたいとか、土足禁止で親御さんも安心して過ごせるようにとか、 

プライバシーの保護も大事だよねということで、様々ご提案いただきました。重ねて御礼申し上げます。 

 

いただいた意見を基に、幅広い年代の方々が安心してご利用いただけるレイアウトの改善ということで、

優先順位をつけながら各改善の方を進めてまいりたいと思います。 

 

併せて、窓口申請のオンライン化を進めることで、 

混雑している窓口にそもそも人が来ないようにするっていうことも大事じゃないか 

というようなご提案もいただきましたので、新潟市の手続きのオンライン化の状況についても 

数字として記載をさせていただいております。 

 

引き続き、オンライン化を進めることで、 

窓口に来なくても市民の方々が便利に手続きできるようにということで 

引き続き取り組みを進めてまいります。私からは以上です。 

 

（兼島課長） 

では引き続きまして地域課からのご回答をいたします。 

 

整理番号 2 番から 5 番まで地域課の方で回答いたします。 

 

まず整理番号 2 番、住民バス利用促進事業についてです。 

 

こちらにつきましては、路線の延伸ですとか、土日の運行など、運行改善に関する意見ですとか、 

広く住民の方の声を聞いてニーズ調査などを改めてしてみては、 

などといったご意見ご提案をいただきました。 

 



それに対しての当課の考えですが、そもそもコミュニティ佐潟バスは 

コミュニティ佐潟バス運営委員会が運行する住民バスであり、運賃収入、市の補助金の他、 

不足分を地域住民で負担して運営しています。 

 

今年 11 月、先月ですが、無料試乗キャンペーンを実施したところ、 

多くの小・中学生から試乗していただきました。 

 

今後アンケートを実施し、結果をコミュニティ佐潟運営委員会と共有しながら、 

ニーズを分析するとともに、いただいたご意見も含め、運行の検討をしていきたいと考えております。 

 

整理番号 3 番、海のにぎわいスポーツスマイルプロジェクトについてです。 

 

こちらにつきましては、マリンスポーツを実施するにあたって、海で行うものになりますので、 

安全管理が難しいのではないかといったご意見ですとか、 

マリンスポーツといってもたくさんあるというところで多様なスポーツを振興すれば 

もっと良いのではといったご意見をいただきました。 

 

それに対しても私達の対応ということでこちらに記載しております。 

 

事業実施する際におきましては、安全指導を徹底するとともに、 

ビーチで気軽にできる様々なアクティビティを取り入れることで、 

幅広い世代の皆様に楽しみながら体を動かす機会を提供していきたいと考えております。 

 

引き続き裏面に移ります。 

 

整理番号 4 番、地域と大学連携事業です。 

 

こちらにつきましては多くのをご意見いただきましたありがとうございました。 

 

より多くの大学、学校が参画できるように進めてほしいとか、 

なかなか成果が見えにくいといったご意見、 

学生からの事業提案を取り入れるような仕組みを作ってはいかがだろうか 

といったご意見をいただきました。 

 

今年度はこれまで実績のある新潟大学と委託契約を締結して事業を実施しているところですが、 

来年度は公募により実施し、募集対象を西区内の大学に広げ、 

大学と地域の連携実績を着実に増やしつつ、皆様からいただいたご意見も参考にしながら 

成果指標の設定ですとか、事業実施のアプローチの仕方等も検討していきたいと考えております。 

 



最後 5 つ目です。Meetup!NiigataWEST2040 です。 

 

こちらもなかなか成果が見えにくいよねといったところですとか、 

多様な主体が関わり合うコミュニティを作ることができる事業に期待をしているよ 

というようなご意見をいただきました。 

 

地域課の考えです。多様な主体で構成されているコミュニティが、 

地域のにぎわいづくりや課題解決に自律的に取り組むことを事業の目標としていますが、 

こうしたコミュニティづくりですとか、人材プレーヤーの育成には 

相当の時間を要するものと考えております。 

 

今後は市のホームページや SNS を活用しながら、動画等も交えて、 

交流イベントの様子やグループワークの内容など活動の様子を積極的に発信し、 

新しいプレーヤーの活動にも繋げていきたいと考えております。 

 

説明は以上になります。 

 

（大谷会長） 

はいありがとうございました。 

ただいまの報告についてご質問はございませんでしょうか？よろしいですか。 

 

（長澤委員） 

特に質問ではないのですが、会長にお願いです。 

 

今回の特色ある区づくり予算について、第 4 番の地域と大学連携事業についてなんですけれども、 

この公募の結果どのような事業提案がなされるかってのは未定ではありますけれども、 

ぜひ私達が大学生とともに事業を進めていけるよう、ぜひその協力の体制をご検討いただきたいなと。 

 

地域振興ということになると、第 3 部会が窓口になるのかなと思いますが、 

部会だけの問題ではなくして、私達委員全員が大学生の思いを形にできるように 

協力をしていけたらなと思います。 

 

私から以上です。 

 

（大谷会長） 

自治協議会としての関わりを持っていきたいということが趣旨でしょうかね。 

 

（長澤委員） 

そうですね。 



（大谷会長） 

異存がなければ来期のメンバーで検討していただくということで、 

皆さんもここで承知しておいていただければよろしいんじゃないかと思いますが、よろしいですか。 

 

（総員、賛同） 

 

はい、ぜひ関わりを持たさしていただくということでいきたいと思います。 

他にいかがでしょうか？ 

 

(意見なし) 

 

(大谷会長) 

ないようですので、その他に移りたいと思います。 

 

 
【その他】 

 

(大谷会長) 

今皆様から何か連絡や報告がありましたらお願いしたいと思いますが 

いかがでしょうか？はい、竹田委員。 

 

（竹田会長） 

報告でなくて、提案でもよろしいですか。 

 

（大谷会長） 

はいどうぞ。 

 

（竹田委員） 

私ども自治会さん 20 あるんですけれども、11 月に自治会のいわゆる会長会議があった席で、 

5 月の区政懇談会の中にも話が出たと思いますし、今山賀さんの報告があった通り、 

公共交通機関の勉強会等々がこれからあると思うんですが、自治会長さんの方から、 

新潟市のライドシェアの仕組みを知りたいと聞いたので、この自治協議会でやるのが適正なのか、 

コミ協会長会議でやるのが適正なのかは別として、1 回ですね、ぜひ仕組みを知りたいものですから、 

ライドシェアも南区でもうスタートしてると思うんですけれども、業績状況とか、 

あるいは利便性とかメリット・デメリットを含めてですね、そういった勉強会ですね 

1 回時間をとって、これ事務局が担当になるかと思いますけれど、計画していただきたい。 

 

委員の中に事業に携わってる人もおられるようですので、ぜひお願いしたいというふうに思ってます。 

 



(大谷会長） 

はい、わかりました。 

大変人口減少の中で様々な問題が起きています。 

ライドシェア課題は大変重要な問題だと思います。 

 

事務局も含めまして、来期の自治協議会で十分議論できるような土俵を作りたいと、 

こんなふうに思いますが、よろしいですか。 

 

事務局そのようなことでお願いしたいと思います。 

 

他にいかがでしょうか？ 

 

今日は来期に向けてのいろんな提案がありましたので、 

来期の皆さんには、活発に活動していただきたいと、こんなふうに思っております。 

他になければ事務局から何か連絡ございますでしょうか？ 

 

 
【事務局からの連絡】 

 

(地域課・土田補佐） 

・次回会議案内  

「令和7年1月30日(木) 午後3時～ 健康センター棟1階 大会議室」  

(大谷会長)  

・閉会宣言 [会議終了] 

 


